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前野蘭化訳述『金石品目』について

The “Kinseki-Hinmoku”, translated as “Lapidum” 
by Maeno Ranka; The First introduction of mineralogy 

to Japan, in the Edo period

１　

三
有

　

世
界
に
存
在
す
る
物
を
動
物
、
植
物
、
鉱
物
の
三
種
に
分
け
る
リ
ン
ネ
の
考
え
方
が
日
本
に
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
シ
ョ
メ
ー
ル
（M

. N
oel Chom

el

）
の“H

uishoudelijk 
W

oordenboek ”

（
七
冊
本
、
一
七
七
八
年
刊
）
を
翻
訳
し
た
こ
と
に
拠
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の

一
部
が
翻
訳
さ
れ
、『
厚
生
新
編
』
の
「
生
植
部
巻
之
九
」、「
地
土
集
記
巻
之
上
」
と
し
て
幕
府

に
提
出
さ
れ
た
の
は
、
文
化
十
一
年
〔1814

〕
の
こ
と
で
あ
る
が
、
前
者
の
「
薬
局
」
の
項
に
見

え
る
「
宇
宙
三
造
」
に
注
し
て
、

原
名
「
デ
リ
ー
レ
イ
ケ
ン
・
デ
ル
・
ウ
ェ
ー
レ
ル
ド
」
と
い
ふ
。
惣
界
中
生
産
す
る
所
三
種

の
造
物
を
斥さ

す
。
即
ち
動
物
生
植
金
石
の
三
類
な
り
。

と
あ
り
、
後
者
の
「
ア
ヽ
ル
デ　

即
土
又
地
」
の
項
の
文
中
に
も
、

凡
そ
地
ニ
豊ほ

う
ゆ
う有
す
る
品
物
を
三
種
ニ
分
ち
て
論ろ
ん
て
い定
す
。（
中
略
）
即
ち
是
を
造ぞ
う
く
わ化
の
三
豊ぽ
う

と

名
く
。
其
一
ハ
生せ

い
ぞ
く族
（
左
傍
訓
イ
キ
モ
ノ
）、
其
二
は
生せ
い

植し
ょ
く

（
左
傍
訓
ウ
ヘ
モ
ノ
）、
其
三

は
金
石
な
り
。

と
あ
る
。
前
者
の
訳
は
大
槻
玄
沢
と
宇
田
川
玄
真
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
そ
の
二
人
に
馬

場
佐
十
郎
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
考
え
方
が
西
洋
の
学
問
の
基
底
に
存
在
す
る
重
要
な
概
念
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
蘭
学

者
た
ち
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
宇
田
川
榛
斎
（1769-1834

）

訳
述
・
榕
菴
校
補
『
遠
西
医
方
名
物
考
』（
文
政
五
年
〔1822

〕
～
六
年
刊
）
の
「
凡
例
」
に
、

一　

西
洋
説
ヲ
按
ス
ル
ニ
凡
ソ
萬
物
ノ
地
上
ニ
産
ス
ル
者
ヲ
分
チ
テ
三
類
ト
ス
。
即
チ
動

物
・
植
物
・
山
物
〈
金
石
土
壌
ノ
類
ヲ
総
称
ス
〉
ナ
リ
。
是
ヲ
造
化
ノ
三
富
ト
謂
フ
。

と
あ
り
（
宇
田
川
玄
随
（1755-1797

）
の
『
遠
西
名
物
考
』
に
は
こ
の
よ
う
な
文
章
は
い
ま
だ

現
れ
て
い
な
い
）、
宇
田
川
榕
菴
（1798-1846

）
の
『
植
学
独
語
』（
文
政
十
年
〔1827

〕
頃

成
）
に
は
「
西
洋
に
て
は
、
別
に
草
木
金
石
虫
魚
の
類
、
お
し
な
べ
て
吟
味
す
る
一
種
の
学
問
あ

る
こ
と
」
の
項
を
設
け
、

三
有
と
は
万
物
た
と
ひ
幾
千
万
あ
り
と
も
大
別
動
物
植
物
山
物
の
三
宗
類
に
嚢
括
苞
挙
し
て
、

三
有
と
は
名な

づ

け
し
な
り
。
動
物
と
は
霊
蚕マ
マ

に
よ
ら
ず
、
人
畜
よ
り
蜚
蚊
龍
蟻
螟
に
至
る
ま
で

を
宗
称
し
、
高
さ
数
仭
大
さ
合
抱
の
松
杉
よ
り
醤ミ

ソ
ノ
カ
ビ黴
、
麹
塵
に
至
る
ま
で
を
宗
称
し
て
植

物
と
い
ひ
、
金
銀
銅
錫
土
砂
塩
鉱
の
類
を
、
総
て
山
物
と
は
い
ふ
な
り
。

と
書
き
、『
植
学
啓
原
』（
天
保
四
年
〔1833

〕
成
）
に
も
、

天
高
く
地
厚
し
。
万
物
、
両
間
に
森
羅
す
。
之
を
別
ち
て
三
有
と
為
す
。
動ヂ

ー
レ
ン物
と
曰
ひ
、

植プ
ラ
ン
テ
ン物
と
曰
ひ
、
山ミ
ネ
ラ
ー
ネ
ン物
と
曰
ふ
。 

（
巻
之
一
・
学
原
、
原
漢
文
）

と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
高
野
長
英
の
『
医
原
枢
要
』（
天
保
三
年
〔1832

〕
刊
）
に
も
、

同志社女子大学　学術研究年報　第 65 巻　2014年

吉　野　政　治
同志社女子大学

表象文化学部・日本語日本文学科
特任教授

Masaharu Yoshino
Department of Japanese Lanugage and Literature,

Faculty of Culture and Representation, Doshisha Women’s College of Liberal Arts,
Special Appointment Professor

（ 51 ）74



活
物
有
㆑
二
動
而
活
者
此
謂
㆓
動
物
㆒
静
而
活
者
此
謂
㆓
植
物
㆒

人
ヨ
リ
無
血
虫
ニ
至
ル
マ
デ
凡
ソ
自
在
ニ
動
揺
シ
テ
生
活
ス
ル
者
ヲ
動
物
ト
シ
、
草
木
ヨ

リ
芝
栭
ニ
至
マ
デ
総
テ
テ
培
植
ス
ル
ニ
非
ザ
レ
バ
生
ヲ
存
シ
難
キ
者
ヲ
植
物
ト
ス
。
倶
ニ

幾
多
ノ
活
器
ヲ
以
テ
其
体
ヲ
製
造
シ
種
種
ノ
運
化
ヲ
見
ハ
シ
活
物
ノ
妙
用
ヲ
ナ
ス
。
故
ニ

西
人
此
二
物
ヲ
統
ル
ニ
活
器
体
ノ
名
ヲ
以
テ
ス
。
金
石
類
ハ
則
其
体
ニ
活
器
ナ
ク
運
化
ナ

ク
其
造
質
モ
亦
寡
ナ
シ
。
譬
レ
バ
銀
朱
ハ
水
銀
硫
黄
ヨ
リ
其
体
ヲ
造
リ
、
緑
礬
ハ
鉄
ト
酸

質
ヨ
リ
成
ル
ガ
如
シ
。
活
物
ノ
皮
膜
脈
管
脂
膠
等
ノ
諸
造
質
混
合
シ
テ
集
成
ス
ル
ニ
異
ナ

リ
。
故
ニ
西
人
金
石
類
ヲ
総
称
シ
テ
死
器
物
ト
謂
フ
。
又
活
物
ハ
養
ヲ
受
テ
内
ヨ
リ
長
ジ
、

金
石
ハ
唯
同
質
ノ
者
ニ
粘
着
シ
外
ヨ
リ
長
ズ
。 

（
巻
之
一
・
活
物
区
別
第
一
）

と
あ
り
、
川
本
公
民
の
『
気
海
観
瀾
広
義
』（
嘉
永
四
年
〔1851

〕
初
冊
刊
）
に
も
、

凡
万
物
分
㆑
之
則
為
㆑
二
。
曰
有
機
体
。
曰
無
機
体
。
有
機
分
為
㆑
二
。
曰
動
物
。
曰
植
物
。

無
機
体
則
卝
物
也
。
此
曰
㆓
三
有
㆒
。 

（
巻
三
・
三
有
）

と
見
え
る
。

　

西
洋
の
学
問
の
移
入
に
よ
っ
て
成
立
し
た
明
治
期
の
諸
科
学
の
教
科
書
も
ま
た
、
こ
の
考
え
方

を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
い
く
つ
か
の
例
を
次
に
示
す
。

『
牙
氏
初
学
須
知
』（Garrigues; “Sim

ples Lectures sur les Sciences ”

田
中
耕
三
訳
・
佐

澤
太
郎
訂
、
明
治
八
年
〔1875

〕
文
部
省
刊
）

万
物
ヲ
大
別
シ
テ
三
有
ト
ス
。
非
生
体
即
チ
岩
石
・
諸
金
属
ナ
ド
ヲ
金
石
有
ト
シ
、
専
ラ
之

ヲ
論
ズ
ル
学
ヲ
金
石
学
ト
云
フ
。
諸
草
木
ヲ
植
物
有
ト
シ
、
之
ヲ
教
フ
ル
学
ヲ
植
物
学
ト
ス
。

禽
獣
等
諸
動
物
ヲ
動
物
有
ト
シ
、
其
学
ヲ
名
ヅ
ケ
テ
動
物
学
ト
云
フ
。 

（
巻
三
）

　

大
槻
修
二
著
『
金
石
教
授
法
』（
明
治
十
七
年
刊
）

地
球
上
ノ
物
品
ハ
其
数
実
ニ
万
億
ト
云
フ
ベ
シ
。
然
レ
ド
モ
其
原
質
ホ
究
ム
ル
ト
キ
ハ
二
類

三
種
ニ
過
ギ
ズ
。
○
其
一
類
ハ
生
長
ス
ル
者
ニ
シ
テ
死
活
ノ
機
能
ア
リ
。
故
ニ
有
機
物
ト
云

フ
。
分
チ
テ
動
物
植
物
ノ
二
種
ト
ス
。
其
一
類
ハ
生
長
ノ
機
ナ
ク
死
生
ノ
期
ナ
シ
。
因
テ
無

機
物
ト
称
ス
。
鉱
物
是
ナ
リ
。

　

熊
沢
善
庵
・
柴
田
承
桂
編
纂
『
普
通
金
石
学
』（
明
治
十
八
年
刊
）

凡
ソ
宇
宙
間
ノ
万
物
ハ
所
謂
有
機
ト
無
機
ト
ノ
二
賦
ノ
一
ニ
於
テ
発
顕
セ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
シ
。

有
機
物
ト
ハ
自
ラ
活
動
シ
又
自
ラ
蕃
殖
ス
ル
ノ
作
用
ア
ル
物
類
ニ
シ
テ
動
物
植
物
ヲ
始
メ
ト

シ
此
二
物
生
々
化
育
ノ
力
ヨ
リ
生
ジ
テ
特
殊
ノ
構
造
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
、
例
ヘ
バ
木
材
、
骨
、

肉
ノ
如
キ
ト
、
一
定
ノ
構
造
ヲ
有
セ
ザ
ル
モ
亦
動
植
生
育
ノ
産
物
ニ
属
ス
ル
モ
ノ
例
ヘ
バ
澱

粉
、
砂
糖
ノ
如
キ
ト
皆
之
ヲ
包
括
ス
ノ
称
ナ
リ
。

然
ル
ニ
物
類
中
ハ
素
ト
動
植
ノ
境
界
ニ
属
セ
ズ
曾
テ
生
活
ノ
産
出
ス
ル
所
ニ
非
ズ
。
又
生
活

物
構
造
ノ
一
部
分
ニ
モ
非
ザ
ル
者
ア
リ
。
之
ヲ
称
シ
テ
無
機
物
ト
云
フ
。
大
理
石
、
食
塩
、

水
、
空
気
ノ
如
キ
即
チ
是
ナ
リ
。

２　

三
有
学

　

先
に
引
用
し
た
『
牙
氏
初
学
須
知
』
に
も
書
か
れ
て
い
た
が
、「
三
有
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
研
究

す
る
学
問
を
ソ
ー
ロ
ギ
アZoologia

（
動
物
学
）、
ボ
タ
ニ
カBotanica

（
植
物
学
）、
ミ
ネ
ラ

ロ
ギ
アM

ineralogia

（
金
石
学
・
鉱
物
学
）
と
言
う
。
こ
の
こ
と
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た

の
も
前
述
の
宇
田
川
榕
菴
の
『
植
学
啓
原
』
で
あ
っ
た
。

動
物
は
生
産
死
亡
有
り
、
知
覚
有
り
、
生
々
し
て
形
を
爽
へ
ず
、
動
遷
自
適
す
。
其
の
学
を

素ソ
ー

録ロ

義ギ

亜ア

と
曰
ふ
。
此
に
動
学
と
訳
す
。
植
物
は
知
覚
無
く
、
動
遷
自
適
す
る
こ
と
能
は
ず
。

其
の
学
を
浡ボ

太タ

尼ニ

加カ

と
曰
ふ
。
此
に
植
学
と
訳
す
。
動
植
の
三
有
は
機ベ
ウ
ル
キ
ト
イ
グ
テ

性
体
〈
養
を
異
類

に
資
り
、
以
て
其
の
液
を
成
し
、
内
よ
り
化
す
る
者
な
り
〉
な
り
。
山
物
の
一
有
は

無オ
ン
ペ
ウ
エ
ル
キ
ト
イ
グ
テ

機
性
体
〈
養
を
同
類
に
資
り
、
外
よ
り
凝
聚
し
、
以
て
其
の
形
を
成
す
者
な
り
〉
な

り
。
山
物
は
生
産
死
亡
無
く
、
知
覚
無
く
、
生
々
形
を
異
に
す
。
其
の
学
を
密ミ

涅ネ

刺ラ

録ロ

義ギ

亜ア

と
曰
ふ
。
此
に
山
物
の
学
（
注
①
）
と
訳
す
。 

（
巻
之
一
・
学
原
、
原
漢
文
）

　

『
植
学
啓
原
』
は
植
物
学
を
日
本
に
最
初
に
紹
介
し
た
書
に
他
な
ら
な
い
が
、
榕
菴
は
動
物
学

に
つ
い
て
も
同
様
の
書
を
執
筆
す
る
考
え
も
あ
っ
た
よ
う
で
（
注
②
）、『
動
学
啓
原
稿
』
と
い
う

草
稿
が
遺
さ
れ
て
い
る
（
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
蔵
）。「
天
保
六
年
十
一
月　

菩
薩
楼
主

人
榕
」
と
あ
り
、『
植
学
啓
原
』
完
成
後
に
取
り
か
か
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
が
、
遂
に
完
成

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

榕
菴
が
鉱
物
学
に
つ
い
て
同
様
の
試
み
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
何
も
残
っ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
榕
菴
は
薬
剤
と
な
る
鉱
物
に
つ
い
て
の
知
識
は
豊
か
で
あ
っ
た
。
そ
の
多
く

は
当
時
の
漢
方
医
と
同
様
に
中
国
本
草
学
に
よ
っ
て
も
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
彼
は
西
洋
の

書
物
か
ら
も
そ
の
知
識
を
得
て
い
る
。
榕
菴
が
そ
の
翻
訳
に
関
わ
っ
た
『
厚
生
新
編
』
に
も
、

「
瑪
瑙
」
に
つ
い
て
「
其
効
能
は
下
痢
下
血
等
を
止
む
」
と
あ
り
、「
蝋
石
」
に
つ
い
て
「
其
効
能

軟
膏
に
使
ふ
の
外
、
薬
用
に
加
ふ
る
事
稀
な
り
」、「
礬
石
」
に
つ
い
て
「
是
れ
強
烈
収
斂
剤
の
一

と
す
。
即
ち
衂
血
劇
甚
の
症
、
又
は
吐
血
、
或
は
崩
漏
等
は
其
病
候
を
論
ぜ
ず
、
直
ち
に
用
て
効

あ
り
、
又
鎗
創
、
箭
鏃
創
等
の
出
血
を
止
む
る
に
は
用
て
殊
に
良
な
り
」
な
ど
と
見
ら
れ
、
宇
田

川
榛
斎
の
訳
述
で
榕
菴
の
校
補
に
係
る
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
に
も
次
の
よ
う
な
説
明
が
見
ら
れ

る
（
傍
線
引
用
者
）。

硫
黄　

「
ソ
ル
フ
ル
ス
」
羅
甸　
名

「
ス
ワ
ー
フ
ル
」
和
蘭　
名

硫
黄
ハ
毘ビ

チ
ル

密ミ

那ナ

〈
是
ハ
石
脳
油
。
石
炭
。
琥
珀
。
膏
風
ノ
如
キ
土
中
ニ
生
ス
ル
華ハ

爾ル

斯ス

ノ
総
称
ナ
リ
〉
石
膽
塩
及
ビ
精
微
ノ
土
。
相
混
和
シ
地
中
ノ
火
脈
ニ
焦
化
セ
ラ
レ
テ
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成
ル
者
ト
ス
。
然
レ
ド
モ
是
レ
古
説
ナ
リ
。
硫
黄
ノ
性
質
単
一
無
雑
ニ
シ
テ
一
箇
ノ
元

素
ナ
リ
。 

（
巻
一
・
十
一
オ
）

結ケ

麗レ
イ

土ト

蘭　

「
ケ
レ
ー
タ
・
ア
ル
バ
」
羅　

○
榕
按
ニ
是
レ
豊ブ
ン

後ゴ

土ツ
チ

或
ハ
白シ
ラ

絵ヱ

土ツ
チ

〈
共
ニ
坊
間
ノ
称
〉
ト
呼
ブ
者
天
造
ノ
結
麗
土
ナ

リ
。
風
化
石
灰
ハ
人
工
ノ
結
麗
土
ナ
リ
。
西
洋
説
ニ
云
。
結ケ

麗レ
イ

土ト

ハ
能
ク
火
ニ
堪
ヘ
烈

火
ニ
投
ジ
テ
焼
ケ
ド
モ
其
色
少
シ
モ
変
セ
ズ
、
灰
ト
ナ
ラ
ズ
消
化
セ
ズ
」
ト
。
蘭
山
本

草
啓
蒙
ニ
云
、
茶
碗
ノ
白
薬
ニ
ハ
豊
後
玖
珠
郡
ノ
白
土
ヲ
用
フ
。
焼
テ
白
色
変
セ
ズ
」

ト
是
ナ
リ
。〈
先
輩
是
レ
ヲ
白
ノ
堊
ニ
充
ツ
レ
ド
モ
、
堊
ハ
磨ミ

ガ
キ
ス
ナ沙
ト
称
シ
、
且
ツ
磁
器

ノ
杯
ト
為
ス
者
ニ
シ
テ
和
蘭
ニ
「
ポ
ル
セ
レ
イ
ン
、
ア
ー
ル
ド
ト
云
陶
土
ノ
義
ナ
リ
。 

（
巻
十
一
・
十
四
オ
・
ウ
）
基
性
結ケ

麗レ
イ

土ト

ト
異
ナ
リ
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
は
蘭
方
医
と
し
て
薬
石
の
知
識
で
あ
り
、
鉱
物
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
で

は
な
い
。
し
か
し
な
お
、
榕
菴
は
西
洋
に
お
け
る
三
有
の
学
に
お
け
る
鉱
物
の
研
究
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
の
か
を
理
解
し
て
い
た
。
榕
菴
の
『
植
学
独
語
』
に
言
う
（
傍
線
引
用
者
）、

○
唐
山
に
て
は
、
三
有
の
属
と
種
と
を
分
つ
に
、
或
は
形
状
の
似
た
る
を
以
て
、
或
は
産
地

の
同
に
て
分
つ
。
薠ワ

サ
ビ菜
好
テ
生
㆓
高
山
泉
源
石
山
㆒
与
㆓
石
菖
㆒
一
類
云
々
物
理
小
識
と
い
ふ
。
是

な
り
。
又
、
物
類
相
感
の
理
に
原
て
分
つ
事
な
り
。
陶
弘
景
曰
殭
蚕
為
㆑
末
塗
㆓レ
バ
馬
歯
㆒ニ

即
不
㆑
能
㆑
食
㆑
草
。
以
㆓
桑
葉
㆒
拭
ヒ
去
レ
バ
乃
チ
還マ
タ

食
フ
。
此
見
㆓
蚕
即
馬
類
㆒
也
と
い
ふ
が

如
し
。
西
洋
に
て
は
、
此
等
の
事
に
て
種
類
を
分
つ
事
な
き
こ
と
。

邈
矣
た
る
い
に
し
へ
は
、
西
洋
に
て
も
外
形
の
似
た
る
に
て
属
と
種
と
を
分
つ
と
見
へ
た
り
。

中
世
よ
り
以
後
は
三
有
の
類
を
分
つ
に
、
曾
て
外
形
に
拘
ら
ず
性
能
に
拠
ら
ず
、
た
ゞ
其
最

も
徴シ

ル
シ

と
な
る
要
処
を
挙
て
類
を
分
つ
な
り
。
其
徴
を
「
テ
ー
ネ
ケ
ン
」
と
い
へ
り
。
獣
類

に
て
は
（
中
略
）、
鳥
類
に
て
は
（
中
略
）、
魚
類
に
て
は
（
中
略
）、
虫
類
に
て
は
（
中
略
）、

金
類
に
て
は
、
純
と
雑
と
、
石
類
に
て
は
、
色
沢
、
成
質
、
晶
稜
の
数
な
ど
、
草
木
に
て
は

花
の
蕋
数
、
根
形
、
萼
弁
の
数
、
実
の
造
作
等
に
て
こ
れ
を
分
つ
。
た
と
ひ
外
形
は
大
に
異

り
あ
り
と
も
肝
要
の
徴
と
す
る
処
だ
に
同
じ
け
れ
ば
、
こ
れ
を
同
一
類
と
す
る
な
り
。
又
味

の
似
た
り
と
も
肝
要
の
徴
同
じ
か
ら
ざ
れ
ば
、
別
類
と
す
る
な
り
。

３　

蘭
化
訳
『
金
石
品
目
』
の
内
容

　

榕
菴
は
つ
い
に
西
洋
鉱
物
学
の
全
体
像
を
紹
介
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
榕
菴
以
前
に
既
に

そ
れ
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
前
野
蘭
化
（1753-1803

）
の
『
金
石
品
目
』
が
そ
れ
で

あ
る
。
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
前
野
蘭
化
集
』
に
新
資
料
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
が
、『
金
石
品
目
』
の
本
文
の
後
に
「
寛
政
二
年
庚
戌
孟
夏
東
海
子
宇
槐
園
自
録
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
蘭
化
の
自
筆
で
は
な
く
、
宇
田
川
槐
園
（
玄
随
）
に
よ
っ
て
筆
録
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
槐
園
の
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
蘭
化
が
こ
れ
を
書
い
た
の
は
寛
政
二
年
〔1790

〕
以
前
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
筆
録
者
が
槐
園
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
孫
で
あ
る
榕
菴
は
こ
の
著
の

存
在
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

蘭
化
の
『
金
石
品
目
』
は
、
我
が
国
の
鉱
物
学
史
で
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
が
（
注

③
）、
日
本
に
最
初
に
西
洋
の
鉱
物
学
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

「
題
言
」
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
（
本
文
は
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
前
野
蘭

化
集
』
に
よ
る
。
そ
の
解
題
に
杉
本
つ
と
む
氏
の
翻
刻
が
あ
る
が
、
句
読
点
を
私
に
付
す
）。

西
洋
ノ
国
雪
除
亜
ノ
人
某
ナ
ル
者
ノ
著
ス
処
ノ
書
ニ
ラ
ピ
ド
ム
ト
号
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
。
之
ヲ

閲
ス
ル
ニ
広
ク
金
石
ノ
類
ヲ
輯
録
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
書
タ
ル
ヤ
全
文
羅
甸
言
ヲ
以
テ
之
ヲ

記
シ
、
マ
マ
本
国
ノ
言
ヲ
以
テ
其
称
謂
ヲ
訳
シ
タ
ル
者
ナ
リ
。
而
シ
テ
彼
ノ
本
国
ノ
言
語
ハ

固
ヨ
リ
吾
邦
ニ
通
暁
ス
ル
モ
ノ
有
コ
ト
ヲ
聞
カ
ズ
。
只
羅
甸
ハ
和
蘭
ノ
訳
セ
ル
書
ア
リ
。
予

未
ダ
学
ザ
ル
所
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
今
私
カ
ニ
之
ニ
依
テ
粗
コ
ノ
書
ヲ
考
察
ス
ル
ニ
其
凡
例
中

ニ
砂
土
石
玉
金
ノ
群
聚
ナ
ル
ヲ
分
別
ス
ル
ノ
法
ア
リ
。
予
其
的
実
ナ
ル
意
義
ヲ
解
ス
ル
ニ
非

ト
イ
ヘ
ド
モ
試
ニ
之
ヲ
茲
ニ
述
ブ
。
蓋
シ
彼
ハ
則
タ
ヾ
目
ヲ
以
テ
之
ヲ
監
視
ス
ル
而の

巳み

ニ
ア

ラ
ズ
、
或
ハ
之
ヲ
嘗
メ
之
ヲ
齅
ギ
之
ヲ
戞
チ
之
ヲ
摩
リ
之
ヲ
砕
キ
之
ヲ
粉
ト
シ
或
ハ
火
ニ
烘

リ
、
火
ニ
焼
キ
或
ハ
水
ニ
浸
シ
水
ニ
煮
ル
等
ノ
事
ヲ
以
テ
ス
。
カ
ク
ノ
如
ク
シ
テ
其
品
彙
分

類
ヲ
ナ
ス
ノ
精
微
ナ
ル
コ
ト
最
モ
悉
セ
リ
ト
ス
。
然
後
其
綱
上
ニ
提
挙
シ
其
目
下
ニ
羅
列
ス
。

庶
幾
ハ
亦
弁
別
ノ
一
助
ト
ニ
ナ
ラ
ン
乎
。
予
不
才
ニ
シ
テ
其
全
編
ヲ
読
得
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。

只
其
目
次
ノ
下
ニ
就
テ
、
凡
例
ノ
義
ヲ
附
録
シ
自マ

マ

揣
ラ
ズ
猥
ニ
之
ヲ
飜
訳
シ
テ
其
浅
見
ヲ
記

シ
テ
草
稿
ニ
具
ス
ル
コ
ト
左
ノ
如
シ
。

本
文
ラ
ピ
ド
ム
ノ
義
訳
ナ
リ
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
著
作
は
雪セ

ジ
ュ
イ
ア
除
亜
国
（
ス
ェ
ー
デ
ン
国
）
の
某
氏
の
金
石
類
を
輯
録
し
た
『
ラ

ピ
ド
ム
』
と
称
す
る
書
の
内
容
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
り
（
ラ
ピ
ド
ム
は
ラ
テ
ン
語Lapidum

〉

Lapis.　

石
・
宝
石
な
ど
、
す
な
わ
ち
鉱
物
の
意
）、
そ
の
原
書
の
目
次
に
従
っ
て
金
石
を
分
類

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
石
の
特
徴
を
凡
例
の
説
明
か
ら
抜
き
出
し
、
そ
の
分
類
に
属
す
る
と
蘭
化
が

考
え
た
金
石
を
例
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

蘭
化
が
こ
の
書
を
翻
訳
し
た
の
は
鉱
物
の
科
学
的
な
分
類
法
に
注
目
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

『
ラ
ピ
ド
ム
』
に
お
け
る
金
石
の
分
類
は
「
タ
ヾ
目
ヲ
以
テ
之
ヲ
監
視
ス
ル
而の

巳み

ニ
ア
ラ
ズ
、
或

ハ
之
ヲ
嘗
メ
之
ヲ
齅
ギ
之
ヲ
戞
チ
之
ヲ
摩
リ
之
ヲ
砕
キ
之
ヲ
粉
ト
シ
或
ハ
火
ニ
烘
リ
、
火
ニ
焼
キ

或
ハ
水
ニ
浸
シ
水
ニ
煮
ル
等
ノ
事
ヲ
以
テ
ス
」
る
方
法
に
よ
る
の
で
あ
り
、「
或
は
形
状
の
似
た

る
を
以
て
、
或
は
産
地
の
同
じ
き
に
て
分
つ
」
と
い
っ
た
本
草
学
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
蘭

化
は
宇
田
川
榕
菴
の
指
摘
以
前
に
、『
ラ
ピ
ド
ム
』
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
こ
と
を
指
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摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４　

中
国
本
草
学
に
お
け
る
金
石
の
分
類

　

蘭
化
の
時
代
に
お
け
る
日
本
の
金
石
の
分
類
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
か
を
少
し
詳
し
く

見
る
こ
と
に
す
る
。

　

李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
明
・
万
暦
二
十
二
年
〔1596

〕
刊
）
は
、
万
物
を
「
水
」「
火
」

「
土
」「
金
石
」「
草
」「
穀
」「
菜
」「
果
」「
木
」「
服
器
」「
虫
」「
鱗
」「
介
」「
禽
」「
獣
」「
人
」

の
十
六
部
に
分
け
、
次
の
よ
う
に
配
列
し
て
い
る
。

今
各
列
為
㆑
部
。
首
以
㆓
水
火
㆒
、
水
火
為
㆓
木
万
物
母
㆒
也
。
次
㆑
之
以
㆓
金
石
㆒
、
従
㆑
土
也
。

次
㆑
之
以
㆓
草
・
穀
・
菜
・
果
・
木
㆒
。
従
㆑
微
至
㆑
巨
也
。
次
㆑
之
以
㆓
服
器
㆒
、
従
㆓
草
木
㆒
也
。

次
㆑
之
以
㆓
鱗
・
介
・
禽
・
獣
㆒
。
終
㆑
之
以
㆑
人
。
従
㆑
賤
至
㆑
貴
也
。 

（「
凡
例
」）

　

そ
し
て
、「
金
石
部
」
で
は
金
石
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

金
之
一　

金
類 

 
 

  

金　

銀　

錫
恡
脂　

銀
膏　

硃
砂
銀　

赤
銅　

自
然
銅　

銅
砿
石　

銅
青　

鉛　

鉛
霜　

粉
錫　

鉛
丹　

蜜
陀
僧　

錫　

古
鏡　

古
文
銭　

銅
弩
牙　

諸
銅
器　

鉄　

鋼
鉄　

鉄
落　

鉄
精　

鉄
華
粉　

鉄
鏽　

鉄
熱　

鉄
漿　

諸
鉄
器

石
之
二　

玉
類 

 
 

  

玉　

白
玉
髄　

青
玉　

青
琅
玕　

珊
瑚　

瑪
瑙　

宝
石　

玻
瓈　

水

精　

琉
璃　

雲
母　

白
石
英　

紫
石
英　

菩
薩
石

石
之
三　

石
類
上 

 
  

丹
砂　

水
銀　

水
銀
粉　

粉
霜　

銀
朱　

霊
砂　

雄
黄　

雌
黄　

石

膏　

理
石　

長
石　

方
解
石　

滑
石　

不
灰
水　

五
色
石
脂　

桃
花

石　

炉
甘
石　

井
泉
石　

無
名
異　

蜜
栗
子　

石
鍾
乳　

孔
公
孽　

殷
孽　

土
殷
孽　

石
脳　

石
髄　

石
脳
油　

石
炭　

石
灰　

石
麪　

浮
石　

石
芝

石
之
四　

石
類
下 

 
  

陽
起
石　

慈
石　

玄
石　

代
赭
石　

禹
余
粮　

太
一
余
粮　

石
中
黄

子　

空
青　

曾
青　

緑
青　

扁
青　

白
青　

石
胆　

礜
石　

特
生
礜

石　

握
雪
礜
石　

砒
石　

土
黄　

金
星
石　

娑
婆
石　

礞
石　

花
乳

石　

白
羊
石　

金
牙
石　

金
剛
石　

砭
石　

越
砥　

薑
石　

麦
飯
石　

水
中
白
石　

河
砂　

杓
上
砂　

石
燕　

石
蟹　

石
蛇　

石
蚕　

石
鼈　

蛇
黄　

霹
靂
碪　

雷
墨

石
之
五　

鹵
石
類　
　

  

食
塩　

戎
塩　

光
明
塩　

鹵
塩　

凝
水
石　

玄
精
石　

緑
塩　

塩
薬　

朴
消　

玄
明
粉　

消
石　

磠
砂　

蓬
砂　

石
硫
黄　

石
硫
赤　

石
硫

青　

礬
石　

緑
礬　

黄
礬　

湯
瓶
内
鹸

　

「
鹵
石
」
と
は
金
属
に
ク
ロ
リ
ン
、
沃
素
ま
た
は
弗
素
と
化
合
し
た
も
の
。
金
類
に
古
鏡
・
古

文
銭
・
銅
弩
牙
・
諸
銅
器
、
諸
鉄
器
な
ど
が
含
ま
れ
る
の
は
、
本
草
学
で
は
原
材
料
と
そ
の
製
品

と
を
区
別
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。『
本
草
綱
目
』
は
慶
長
九
年
〔1604

〕
頃
に
伝
来
し
、
校
正
本

や
和
刻
本
も
出
版
さ
れ
た
。
小
野
蘭
山
の
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』（
享
和
二
年
〔1802

〕
成
）
は
我

が
国
の
本
草
学
の
最
高
到
達
点
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
金
石
の
分
類
と
名
称
は
こ
の
『
本
草
綱

目
』
に
従
っ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

ま
た
弄
石
家
の
木
内
石
亭
（1724-1808

）
の
『
雲
根
志
』（
前
編
・
明
和
九
年
〔1772

〕
序
、

後
編
・
安
永
八
年
〔1779

〕
序
、
三
編
・
享
和
元
年
〔1801

〕
序
）
の
分
類
は
次
の
よ
う
な
も
の

で
あ
る
。

霊
異
類
（
子
持
石
・
夜
光
石
・
天
狗
石
・
陰
陽
石
な
ど
）

采
用
類
（
水
銀
・
自
然
銅
・
磁
石
・
砥
石
・
火
打
石
・
ギ
ヤ
マ
ン
・
真
珠
な
ど
）

変
化
類
（
鶏
化
石
・
石
蛇
・
石
蟹
・
魚
化
石
・
胡
桃
化
石
な
ど
化
石
の
類
、
星
化
石
・
星
石

な
ど
）

奇
怪
類
（
人
肌
石
・
連
理
石
・
蛙
石
・
蛇
珠
・
鼠
喰
石
・
泣
石
・
鈴
石
な
ど
）

愛
玩
類
（
碁
盤
石
・
腰
掛
石
・
盆
石
・
蛍
石
な
ど
）

虹
彩
類
（
水
晶
・
瑪
瑙
・
舎
利
石
・
碧
玉
・
緑
青
・
漆
石
・
錦
石
・
放
光
石
な
ど
）

生
動
類
（
石
牡
丹
・
龍
石
・
亀
石
・
生
石
・
石
魚
・
飛
石
・
祟
石
な
ど
）

像
形
類
（
足
跡
石
・
馬
蹄
石
・
蛙
石
・
冠
石
・
石
人
・
岩
船
な
ど
）

鐫
刻
類
（
鏃
石
・
曲
玉
・
仏
祖
句
石
・
神
代
石
・
剣
石
・
神
鎗
な
ど
）

寵
愛
類
（
車
折
石
・
名
球
・
如
意
宝
珠
・
信
長
腰
掛
石
・
弁
慶
石
な
ど
）

　

『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
も
『
雲
根
志
』
も
、
蘭
化
の
『
金
石
品
目
』
以
降
の
著
作
で
あ
る
が
、
前

野
蘭
化
の
時
代
の
金
石
の
分
類
法
も
、
こ
の
よ
う
な
も
の
か
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
素
朴
な
も
の
で

あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

５　

『
金
石
品
目
』
に
お
け
る
金
石
の
分
類

　

さ
て
、
蘭
化
が
訳
し
た
『
ラ
ピ
ド
ム
』
で
は
、
金
石
は
次
の
よ
う
に
「
三
統
十
一
部
五
十
四

属
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

Ⅰ　

ペ
ト
ラ

①
ヒ
ユ
モ
サ 

 
 

 

一
属

②
カ
ル
リ
ヤ 

 
 

 

四
属

③
ア
グ
リ
ッ
サ   

 

三
属

④
ア
シ
ナ
ァ
タ 

 
 

三
属
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⑤
ア
ッ
グ
レ
ガ
ク 

 

一
属

Ⅱ　

ミ
ネ
ラ

①
サ
リ
ア 

 
 

 
 

六
属

②
ス
ル
フ
ラ 

 
 

 

五
属

③
メ
タ
ッ
ラ 

 
 

十
二
属

　
　

Ⅲ　

ホ
ッ
シ
リ
ヤ

　
　
　
　
　

①
ペ
ト
リ
イ
カ
タ 

 

七
属

　
　
　
　
　

②
コ
ン
ク
レ
タ 

 
 

六
属

　
　
　
　
　

③
テ
ッ
ラ 

 
 

 
 

五
属

　

「
三
統
」
を
蘭
化
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

Ⅰ　

  

ペ
ト
ラ 

 
 

  

訳
ス
ル
ニ
大
石
ナ
リ
、
巌
ナ
リ
。
是
、
山
石
ヨ
リ
成
ル
処
ノ
モ
ノ
ヽ
総

称
ト
ス
ル
ナ
リ
。

Ⅱ　

ミ
ネ
ラ 

 
 

訳
ス
ル
ニ
金
石
ノ
属
ス
ル
所
ノ
総
称
ナ
リ
。

Ⅲ　

  

ホ
ッ
シ
リ
ヤ 

  

訳
ス
ル
ニ
掘
テ
之
ヲ
出
ス
ノ
言
ナ
リ
。
コ
レ
土
ヨ
リ
得
ル
モ
ノ
ヽ
総
称

ト
ス
ル
ナ
リ
。

　

Ⅰ
の
ペ
ト
ラ
（petra

）
は
岩
石
、
Ⅱ
の
ミ
ネ
ラ
（m

inera
）
は
金
石
の
総
称
で
あ
る
。
Ⅲ
の

ホ
ッ
シ
リ
ヤ
（fossilia

）
は
「
土
ヨ
リ
得
ル
モ
ノ
ヽ
総
称
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鉱
物
を
問
わ
ず
地

中
か
ら
出
て
く
る
も
の
を
指
す
。
お
よ
そ
Ⅰ
は
現
在
の
岩
石
学
の
対
象
と
な
り
、
Ⅱ
と
Ⅲ
は
一
部

を
除
い
て
鉱
物
学
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
（
注
④
）。

　

「
三
統
」
の
下
位
分
類
で
あ
る
「
十
一
部
」
を
蘭
化
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

Ⅰ　

  

①
ヒ
ユ
モ
サ 

 
 

  

山
岳
ノ
自
然
ニ
シ
テ
大
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
或
ハ
之
ヲ
斬
リ
之
ヲ
缺

テ
用
ニ
供
フ
ベ
シ
。
按
ズ
ル
ニ
是
ア
ル
ヒ
ハ
硯
ニ
造
リ
盒
ニ
造
ル

事
ヲ
言
ナ
リ
。

  

②
カ
ル
リ
ヤ 

 
 

  

山
谷
ノ
精
気
ニ
因
テ
生
ジ
年
ヲ
経
ル
ニ
従
テ
長
成
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

其
質
之
ヲ
研
リ
テ
麪
ノ
如
ク
ナ
ル
ベ
ク
之
ヲ
水
飛
シ
テ
粉
ト
ナ
ル

ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
蝋
石
石
膏
ノ
類
ヲ
云
ナ
リ
。

  

③
ア
グ
リ
ッ
サ

 
 

 
  

山
海
ノ
精
液
ニ
因
テ
生
ジ
年
ヲ
経
テ
随
テ
長
ズ
ル
者
ナ
リ
。
其
質

火
ヲ
得
テ
変
ズ
ル
コ
ト
無
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
按
ズ
ニ
是
雲
母
石
麪
ノ

類
ナ
リ
。

  

④
ア
シ
ナ
ァ
タ

 
 

 
  

山
気
ノ
固
ク
聚
テ
成
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
質
之
ヲ
砕
テ
砂
ト
ナ
ル
ベ

キ
モ
ノ
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
砺
石
燧
石
瑪
瑙
ノ
類
ナ
リ
。

  

⑤
ア
ッ
グ
レ
ガ 

ク　

  

岩
石
ノ
質
堅
硬
ナ
ル
者
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
コ
ノ
類
麤
麪
光
沢
ノ
分

ア
リ
。

Ⅱ　

  

①
サ
リ
ア 

 
 

 
  

之
ヲ
舌
ニ
触
テ
或
ハ
鹹
ク
或
ハ
酸
キ
ノ
味
ヲ
成
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
其

質
水
ニ
煮
テ
溶
化
ス
ル
者
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
消
石
明
礬
ノ
類
ナ

リ
。

  

②
ス
ル
フ
ラ 

 
 

  

火
ニ
逢
テ
香
臭
ヲ
発
ス
ル
者
ナ
リ
。
其
質
之
ヲ
焼
テ
或
ハ
煙
ヲ
為

シ
或
ハ
炎
ヲ
発
ス
ル
者
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
琥
珀
硫
黄
ノ
類
ナ
リ
。

  

③
メ
タ
ッ
ラ 

 

　

  

土
石
中
ニ
蘊
蔵
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
其
質
火
ヲ
得
テ
溶
化
シ
水
ヲ
得

テ
精
粋
堅
利
ヲ
成
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
按
ス
ル
ニ
是
七
金
ノ
類
ナ
リ
。

Ⅲ　

  

①
ペ
ト
リ
イ
カ
タ 

  

諸
物
生
類
ノ
形
状
ヲ
成
ス
モ
ノ
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
石
蟹
石
蛤
ノ

類
ナ
リ
。

②
コ
ン
ク
レ
タ 

 

漸
ヲ
以
テ
凝
成
ス
ル
者
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
鮓
荅
鍾
乳
ノ
類
ナ
リ
。

③
テ
ッ
ラ 

 
 

 

諸
土
砂
或
泥
軟
ナ
ル
者
ナ
リ
。
按
ズ
ル
ニ
是
滑
石
石
脂
ノ
類
ナ
リ
。

　

Ⅲ
①
の
ペ
ト
リ
イ
カ
タ
は
化
石
を
指
す
。
Ⅲ
②
の
コ
ン
ク
レ
タ
は
液
体
中
に
溶
解
し
た
も
の
が

凝
結
し
て
で
き
た
も
の
を
言
う
よ
う
で
あ
る
が
、
例
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
の
「
鮓さ
く
と
う荅
」（
鮓

答
）
は
動
物
の
体
内
に
で
き
る
結
石
の
こ
と
で
あ
る
。
木
内
石
亭
の
『
雲
根
志
』（
安
永
元
年

〔1772

〕
序
）
に
「
獣
の
腹
中
に
生
ず
る
物
也
。
漢
名
鮓
答
、
俗
名
石
の
糞
、
梵
名
ヘ
イ
ト
ヲ
ル

ペ
ツ
ワ
ア
ヽ
ル
。
獣
毎
に
あ
る
に
は
あ
ら
ず
、
稀
に
あ
り
円
に
し
て
か
た
く
青
色
或
は
黄
也
。
大

な
る
物
得
が
た
し
」（
前
編
巻
二
）
と
あ
り
、
宇
田
川
槐
園
の
『
西
洋
医
言
』（
寛
政
四
年

〔1792

〕
序
）
に
も
「
鮓
荅
謂
㆓
蹩ベ

宿ソ

亜ア

爾ル

私マ

的テ

員エ
ン

㆒
。
其
出
㆓
於
人
㆒
者
癖
石
。
謂
㆓
之
緜メ
ン

先セ
ン

私ス

的テ

員イ
ン

㆒
。
其
出
㆓
於
鹿
㆒
者
鹿
玉
。
謂
㆓
之
法ハ

爾ル

篤ト

哥コ
ウ

傑ゲ

連レ
ン

㆒
。
其
出
㆓
於
馬
㆒
者
。
謂
㆓
之
把バ

亜ア

児ル

独ド

私ス

的テ

員イ
ン

㆒
。
其
出
㆓
於
獮
猴
㆒
。
謂
㆓
之
亜ア

布プ

私ス

的テ

員イ
ン

㆒
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
も
当
時
は
金
石

に
含
め
て
考
え
ら
れ
て
い
た
（
注
⑤
）。
Ⅲ
③
の
テ
ッ
ラ
は
石
炭
・
泥
炭
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
土

瀝
青
）・
石
油
な
ど
、
現
在
で
は
化
石
燃
料
と
呼
ば
れ
る
類
の
よ
う
で
あ
る
。

　

「
十
一
部
」
を
さ
ら
に
細
分
化
し
た
「
五
十
四
属
」
に
つ
い
て
は
、
蘭
化
は
理
解
が
で
き
な
い

箇
所
が
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
省
か
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
西
洋
ノ
国
雪
除
亜
ノ
人
某
ナ
ル
者
」
と
は
誰
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
雪
除
亜
ノ

人
」
で
あ
る
リ
ン
ネ
（Carolus Linnæ̀

us 1707‒78

）
に
は
『
ラ
ピ
ド
ム
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
著
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
（
注
⑥
）。
ま
た
『
自
然
の
体
系
』（“System

a N
aturae ”

初

版1735
）
の
「REGN

U
M

 LA
PID

EM

」（
鉱
物
界
）
の
分
類
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の

分
類
法
は
一
致
し
て
い
な
い
（
注
⑦
）。
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綱

　

目

　

属

Ⅰ　
PET

RA
E

岩
石
綱

１
．A

pyrae　

耐
火
質

A
sbestus　

石
綿

A
m

inanthus　

ア
ミ
ア
ン
タ
ス

O
llaris　

つ
ぼ
材

T
alcum

　

タ
ル
ク
（
滑
石
）

M
ica　

雲
母

２
．Calcariae　

石
灰
質

Schistus　

片
岩

Satum

　

ス
パ
ー

M
arm

or　

大
理
石

３
．V

itrescentes　
ガ
ラ
ス
質

Cos　

砥
石

Silex　

火
打
ち
石

Q
vartzum

　

石
英

Ⅱ　

M
IN

ERA

鉱
物
綱

１
．Salia　

塩
N

itrum

　

硝
石

M
uria　

塩
分

A
lum

en　

明
礬

V
itriolum

　

硫
酸
塩

２
．Sulphura　

硫
黄

Electrum

　

琥
珀

Bitum
en　

瀝
青
（
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
）

Pyrites　

硫
化
鉱

A
rsenicum

　

砒
素

３
．M

ercurialia　

水
銀

H
ydragyrum

　

水
銀

Stibium

　

ア
ン
チ
モ
ン

Zincum

　

亜
鉛

V
ism

utum

　

白
金

Stannum

　

錫

Plum
bum

　

鉛

Ferrum

　

鉄

Cuprum

　

銅

A
rgentum

　

銀

A
ureum

　

金

Ⅲ　

FO
SSILIA

発
掘
物
綱

１
．T

errae　

土
壌

Glarea　

砂
礫

A
rgilla　

粘
土

H
um

us　

土
（
腐
植マ

マ

土
）

A
rena　

砂

O
chra　

黄
土

M
m

arga　

泥
灰
土

２
．Concreta　

凝
結
質

Pum
ex　

軽
石

Stalactites　

鍾
乳
石

T
ophus　

凝
灰
石

Saxum

　

岩
塊

A
etites　

ワ
シ
石

T
artarus　

酒
石

Calculus　

滑
ら
か
な
石

３
．Petrificata　

石
化
物

Graptolithus　
フ
デ
石（
筆
石
）の
化
石

Phytolitus　

植
物
の
化
石

H
elm

intholitus　

蠕
虫
の
化
石

Entom
olithus　

昆
虫
の
化
石

Ichthyolithus　

魚
の
化
石

A
m

phibiolithus　
両
生
類
の
化
石

O
rnitholithus　

鳥
類
の
化
石

Zoolithus　

四
足
の
化
石

　

右
の
分
類
に
お
い
て
、Lapidem

（
鉱
物
）
をPetre

（
岩
石
）
とM

inera

（
鉱
石
）
と

Fossilia

（
採
掘
物
）
に
分
け
る
の
は
リ
ン
ネ
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
彼
は
そ
れ
を
踏

襲
し
た
の
に
す
ぎ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
（
注
⑧
）、
リ
ン
ネ
のPET

REA

の
三
分
類
は
火
に
対

す
る
状
態
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
１
．Apy-

rae

（
耐
火
質
）
は
変
化
し
な
い
も
の
、
２
．Calcariae

（
石
灰
質
）
は
粉
末
に
な
る
も
の
、 

３
．Vitrescentes

（
ガ
ラ
ス
質
）
は
溶
け
て
ガ
ラ
ス
質
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
のPetrea

の

下
位
分
類
と
『
ラ
ピ
ド
ム
』
の
そ
れ
は
一
致
し
な
い
。
す
な
わ
ち
、
蘭
化
が
訳
し
た
『
ラ
ピ
ド

ム
』
は
リ
ン
ネ
時
代
の
考
え
方
を
伝
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
リ
ン
ネ
の
著
作
で
は
な
い
よ
う
で

あ
る
。

6　

蘭
化
の
化
石
の
扱
い
に
つ
い
て

　

金
石
に
化
石
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
本
草
学
で
も
同
じ
で
あ
る
。
中
国
で
は
、
化
石
は
「
気
」
が

柔
か
ら
剛
に
、
動
か
ら
静
に
変
じ
て
、
飛
走
し
霊
を
持
つ
も
の
が
無
情
の
も
の
と
な
り
、
無
形
の

も
の
が
有
形
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』「
金
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石
部
目
録
」
の
冒
頭
に
、

李
時
珍
曰
、
石
者
気
之
核
、
土
之
骨
也
。（
中
略
）
其
変
也
或
自
㆑
柔
而
剛
乳
鹵
成
㆑
石
是
也
。

或
自
㆑
動
静
草
木
成
㆑
石
是
也
。
飛
走
含
霊
之
為
㆑
石
、
自
㆓
有
情
㆒
而
之ゆ

く
㆓
无
情
㆒
也
。
雷
震

星
隕
之
為
㆑
石
、
自
㆓
无
形
㆒
而
成
㆓
有
形
㆒
也
。

と
あ
り
、
石
類
下
に
「
石
蟹
」「
石
蛇
」
が
見
え
、「
石
蟹
」
に
は
「
志
曰
、（
中
略
）
是
尋
常
蟹
、

爾
年
月
深
久
水
床
相
着
因
、
化
成
㆑
石
」、「
石
蛇
」
に
は
「
石
蛇
亦
真
蛇
所
㆑
化
」
と
説
明
さ
れ

て
い
る
。

　

西
洋
に
お
い
て
は
、
化
石
は
さ
ま
ざ
ま
に
理
解
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
十
七
世
紀
ま
で
は

生
物
の
種
子
が
土
中
で
生
長
し
た
も
の
と
も
、
大
地
の
神
秘
的
な
形
成
力
に
よ
っ
て
で
き
た
も
の

と
も
説
明
さ
れ
、
さ
ら
に
は
自
然
の
「
冗
談
」
の
産
物
で
あ
る
と
い
う
説
明
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
（
注
⑨
）。

　

日
本
に
お
い
て
も
木
内
石
亭
の
『
化
石
の
四
説
』（
寛
政
四
〔1792

〕
年
）
に
「
怪
石
と
と
も

に
木
化
石
の
四
説
あ
り
。
一
説
は
千
年
の
枯
木
化
す
と
い
ふ
。
一
説
は
雷
火
の
撃
せ
ら
れ
て
な
る

と
い
ふ
。
一
説
は
地
中
よ
り
気
の
立
つ
に
あ
た
り
て
化
す
と
い
ふ
。
一
説
は
海
水
に
つ
か
り
て
化

す
と
い
ふ
」
と
い
う
四
説
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
石
亭
は
「
皆
不
虚
言
乎
」（
み
な
う
そ
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
）
と
言
っ
て
い
る
。
蘭
学
者
の
帆
足
万
里
（1778-1853

）
の
『
窮
理
通
』（
天
保
七

年
「1836

」
自
序
、
安
政
三
年
〔1856

〕
刊
）
に
も
次
の
よ
う
に
見
え
る
（
傍
線
引
用
者
）。

豊
の
玖
珠
郡
の
山
中
に
一
小
渓
有
り
。
冬
月
、
水
涸
れ
、
岸
下
に
小
石
を
拾
得
す
。
其
の
形
、

略
々
魚
に
似
た
り
。
酢
器
中
に
置
き
、
数
日
、
析
け
て
両
片
を
成
す
、
合
符
状
の
如
し
。
皆

魚
骨
有
り
、
白
色
に
し
て
、
形
、
酷
だ
真
に
逼
る
。
是
れ
当
に
魚
と
な
る
べ
き
者
、
適

た
ま
た
ま

石

と
化
す
る
な
り
。
北
方
の
象
牙
も
、
当
に
獣
と
な
る
べ
き
者
、
其
の
寒
帯
に
在
れ
ば
獣
骨
と

な
る
を
以
て
、
略
々
金
石
に
類
す
。
其
の
半
ば
地
中
に
埋
ま
る
を
以
て
、
初
め
地
中
に
生
ず

る
を
知
る
な
り
。
獣
は
人
に
先
ん
じ
て
生
じ
、
及
び
地
球
に
一
種
の
閃
動
有
る
、
皆
信
ず
る

に
足
ら
ず
。 

（
巻
之
二
・
地
球
上
）

　

と
こ
ろ
で
、
蘭
化
は
『
ラ
ピ
ド
ム
』
の
内
容
を
紹
介
し
た
後
で
、
化
石
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

書
い
て
い
る
。
文
中
の
「
螺
殻
」
は
『
本
草
綱
目
啓
蒙
』
に
「
旧
殻
ヲ
薬
用
ト
ス
。
白
田
螺
殻
附

方
ト
云
フ
」（
蚌
蛤
類
「
田
蠃
」）
あ
り
、「
瑇
瑁
」
も
亀
鼈
類
に
見
え
、
亀
の
一
種
の
よ
う
で
あ

る
。

又
按
ズ
ル
ニ
、
其
原
或
ハ
鱗
介
等
ヨ
リ
出
テ
全
ク
石
ノ
如
ク
ナ
ル
者
ア
リ
。
螺
殻
即
君
子
瑇

瑁
ノ
類
ナ
リ
。
則
是
此
ノ
三
統
ニ
入
ラ
ズ
。
想
ニ
カ
ナ
ラ
ズ
別
ニ
鱗
介
ノ
門
中
ニ
之
ヲ
収
メ

タ
ル
ナ
ル
ベ
シ
。
他
日
其
書
ヲ
得
ル
ヲ
俟
テ
之
ヲ
捜
求
ス
ベ
シ
ト
云
。

　

文
意
を
十
分
に
理
解
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、「
鱗
介
」（
魚
貝
）
が
石
化
し
た
も
の
が
本

書
に
金
石
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
否
定
的
な
見
解
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
ラ
ピ
ド
ム
』
の
「
鱗
介
等
ヨ
リ
出
テ
全
ク
石
ノ
如
ク
ナ
ル
者
」
と
い
う
の
は
、
貝
原
益
軒
の

『
大
和
本
草
』（
宝
永
五
年
〔1708

〕）
に
「
石
蟹
」
に
つ
い
て
「
其
石
ハ
初
砂
土
ノ
カ
タ
マ
レ
ル

ニ
テ
蟹
ノ
其
内
ニ
ア
リ
シ
ガ
共
ニ
化
シ
テ
石
ニ
ナ
リ
タ
ル
ベ
シ
」
と
言
い
、『
本
草
綱
目
啓
蒙
』

に
も
「
カ
ニ
イ
シ
〔
一
名
〕
乳
石
本
草
集
要
蟹
土
中
ニ
入
テ
土
ト
共
ニ
化
シ
テ
石
ト
ナ
ル
者
ナ
リ
」
と

言
っ
て
い
る
の
同
じ
で
あ
ろ
う
が
、
蘭
化
は
万
物
を
三
有
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
三
有

学
を
設
け
た
西
洋
の
考
え
方
を
徹
底
し
て
、
有
機
物
由
来
の
も
の
を
ミ
ネ
ラ
ロ
ギ
アm

ineralo-
gia

（
金
石
学
）
か
ら
外
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
三
有
と
い
う
分
類
法
の

明
確
さ
と
そ
れ
に
基
づ
く
三
有
学
の
対
象
の
明
確
さ
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
存
在
を
位
置
づ
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
が
曖
昧
に
な
る
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
有
機

物
由
来
の
も
の
を
鉱
物
学
の
研
究
対
象
に
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は
明
治
時
代
に
本

格
的
な
鉱
物
学
（
金
石
学
）
が
始
ま
っ
て
か
ら
も
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
和
田

維
四
郎
訳
『
金
石
学
』（
明
治
九
年
〔1876

〕
成
、
同
十
一
年
刊
）
に
、

有
機
体
ト
雖
ド
モ
化
石
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
金
石
中
ニ
算
入
ス 

（
第
一
編　

総
論
）

と
あ
り
（
注
⑩
）、
松
本
栄
三
郎
纂
訳
『
礦
物
小
学
』（
明
治
十
四
年
〔1881

〕
刊
）
に
、

礦
物
ハ
非
生
物
ナ
リ
。（
中
略
）。
是
故
ニ
宇
宙
ノ
万
物
ハ
形
状
ノ
奈
何
ヲ
論
ゼ
ズ
、
活
物
及

ビ
源
ヲ
活
物
ニ
帰
ス
ル
モ
ノ
〈
下
條
ニ
説
ク
所
ノ
石
炭
琥
珀
等
ノ
如
キ
ハ
其
源
活
物
ヨ
リ
出

ヅ
レ
ド
モ
皆
之
ヲ
礦
物
部
内
ニ
入
ル
ヽ
ヲ
以
テ
此
例
外
ト
ス
〉
ヲ
除
ク
ノ
外
ハ
皆
礦
物
ナ
リ
、

　

敬
業
社
編
纂
『
砿
石
物
学
』（
明
治
二
十
一
刊
）
に
、

此
綱
（
石
炭
類
の
こ
と
、
引
用
者
注
）
ニ
属
ス
ル
者
ハ
植
物
ノ
遺
体
地
中
ニ
埋
没
シ
其
性
ヲ

変
ジ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
真
ノ
鉱
物
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
学
者
通
常
之
ヲ
鉱
物
ノ
中
ニ
列
ス
。

　

原
田
準
平
著
『
鉱
物
学
概
論
』（
岩
波
全
書
、
昭
和
三
十
二
年
〔1957

〕
刊
の
第
二
版
に
よ

る
）
に
、

地
殻
構
成
物
は
主
と
し
て
無
機
質
よ
り
な
っ
て
い
る
の
で
、
鉱
物
は
無
機
物
で
あ
る
こ
と
が

一
つ
の
条
件
と
な
る
。
コ
ハ
ク
そ
の
他
二
、
三
の
も
の
は
有
機
体
成
因
の
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
有
機
的
の
構
造
ま
た
形
態
が
全
く
失
わ
れ
、
鉱
物
質
の
物
質
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
れ
で
便
宜
上
鉱
物
と
し
て
従
来
取
扱
わ
れ
て
い
る
。

な
ど
と
あ
り
、
今
日
ま
で
繰
り
返
し
言
及
さ
れ
る
問
題
で
あ
る
。
管
見
で
最
も
新
し
い
鉱
物
学
書

で
あ
る
森
本
信
男
・
砂
川
一
郎
・
都
城
秋
穂
共
著
『
鉱
物
学
』（
岩
波
書
店
昭
和
五
十
年
〔1975

〕

刊
）
で
は
「
鉱
物
と
鉱
物
で
な
い
も
の
と
の
境
界
は
、
明
確
な
も
の
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。

石
炭
、
石
油
、
こ
は
く
（
琥
珀
）、
動
物
の
骨
、
貝
の
殻
、
さ
ん
ご
の
骨
格
な
ど
、
い
ず
れ

も
生
物
の
直
接
的
な
作
用
で
で
き
た
も
の
と
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
や
そ
れ
ら
を
構
成
す
る
物
質

は
鉱
物
に
入
れ
な
い
の
が
普
通
で
あ
る
。
貝
の
殻
や
さ
ん
ご
の
骨
格
が
地
層
の
な
か
に
含
ま
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れ
て
い
て
、
変
性
作
用
を
う
け
、
結
晶
質
の
石
灰
岩
に
な
っ
た
場
合
に
、
そ
の
方
解
石
の
粒

は
鉱
物
で
あ
ろ
う
か
？　

お
そ
ら
く
、
大
て
い
の
鉱
物
学
者
は
そ
れ
を
鉱
物
に
い
れ
る
で
あ

ろ
う
。
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
鉱
物
と
鉱
物
で
な
い
も
の
と
の
境
界
は
、
明
確
な
も
の
で
は

な
い
。

お
わ
り
に

　

鉱
物
学
が
我
が
国
で
本
格
的
に
興
っ
た
の
は
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治

十
二
年
〔1879

〕
一
月
創
刊
『
地
学
雑
誌
』（
地
質
学
社
刊
）
の
「
地
学
雑
誌
刊
行
の
旨
趣
」（
山

内
徳
三
郎
誌
）
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

文
明
ノ
化
漸
ク
邦
内
ニ
及
ビ
、
庠
序
ノ
設
殆
ド
遐
陬
テ
漏
サ
ヾ
ル
ヨ
リ
、
泰
西
諸
学
ノ
訳
書

日
月
ト
共
ニ
増
加
シ
テ
、
啻た

だ

ニ
汗
牛
充
棟
而の

已み

ナ
ラ
ズ
、
其
間
又
雑
誌
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。
或

ハ
法
律
ヲ
講
ジ
、
或
ハ
工
芸
ヲ
説
テ
、
駸
々
乎
ト
シ
テ
智
ヲ
開
キ
識
ヲ
進
ム
ル
ノ
道
已す

で

ニ
遺

憾
ナ
カ
ル
可べ

キ
ニ
似
タ
リ
。
然
レ
ド
モ
事
物
ノ
多
キ
学
科
ノ 

？ 

キ
未
ダ
全
ク
完
備
セ
リ
ト

言
フ
可
カ
ラ
ズ
。
即
チ
地
学
ノ
如
キ
ハ
其
ニマ

マ

例
ナ
リ
。
近
来
坊
間
二
三
ノ
訳
書
其
一
班
ヲ
説

ク
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非あ

ら

ズ
ト
雖い
え

ド
モ
、
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
寥
々
タ
ル
断
編
、
以
テ
其
全
貌
ヲ
示
ス
ニ

足
ラ
ズ
。
抑

そ
も
そ
も

此
学
ハ
泰
西
ニ
於
ケ
ル
モ
纔わ
ず
か

ニ
六
七
十
年
前
ヨ
リ
専
門
ノ
一
科
ト
為
リ
シ

者
ナ
ル
ガ
故
ニ
、
世
人
ダ
未い

ま
だ

汎ひ
ろ

ク
之
ヲ
知
ル
ニ
至
ラ
ズ
。
或
ハ
唯
其
呼
称
ノ
ミ
ヲ
認
メ
、

単
ニ
土
地
ノ
沃
塉
ヲ
論
ズ
ル
者
ト
倣な

シ
農
学
ノ
一
部
分
ナ
ル
可
シ
ト
憶
測
ス
ル
輩
又
少
カ
ラ

ズ
。

　

明
治
以
前
に
西
洋
の
鉱
物
学
を
紹
介
し
た
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
川
本
幸
民
訳

『
気
海
観
瀾
広
義
』（
嘉
永
四
年
〔1851

〕
初
冊
刊
）
の
巻
三
に
三
有
学
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
、、

そ
の
一
部
に
鉱
物
学
の
概
略
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
僅
か
十
六
頁
ほ
ど
を
割
く
だ
け
で

あ
り
、「
近
来
坊
間
二
三
ノ
訳
書
其
一
班
ヲ
説
ク
モ
ノ
ナ
キ
ニ
非あ

ら

ズ
」
と
省
み
ら
れ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
蘭
化
の
『
金
石
品
目
』
は
次
の
二
つ
の
点
に
お
い
て
歴
史
的
価
値
を
持
つ
史
料
と
し

て
注
目
さ
れ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

ひ
と
つ
は
、
蘭
学
に
お
い
て
は
珍
し
く
鉱
物
学
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
有
学

の
う
ち
植
物
学
と
動
物
学
に
つ
い
て
の
蘭
学
者
の
研
究
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
鉱
物
学
に
つ
い
て

は
前
述
の
よ
う
に
『
気
海
観
瀾
広
義
』
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
寛
政
二
年
〔1790

〕
以

前
に
こ
の
よ
う
な
著
作
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
単
に
西
洋
の
知
識
を
日
本
に
紹
介
す

る
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
金
石
に
有
機
物
由
来
の
化
石
を
含
め
る
こ
と
に
疑
問
を
表
明
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

ふ
た
つ
に
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
鉱
物
の
分
類
が
リ
ン
ネ
時
代
以
前
の
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
西
洋
の
鉱
物
学
は
18
世
紀
後
半
か
ら
19
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
鉱
物
の
結
晶
形
や
物
理

学
的
性
質
、
化
学
組
成
に
基
づ
く
分
類
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
我
が
国
の
鉱
物
学
は
、
明
治
期

に
そ
う
し
た
新
し
い
鉱
物
学
を
移
入
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
リ
ン
ネ
時
代
以
前
の

考
え
方
は
そ
の
痕
跡
も
窺
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
日
本
で
最
初
の
鉱
物
学
教

科
書
と
さ
れ
る
和
田
維
四
郎
訳
『
金
石
学
』（
明
治
九
年
〔1881

〕
成
、
博
物
館
明
治
十
一
年

刊
）
の
分
類
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
種　

燃
砿
類

第
一
属　

炭
砿
属
・
第
二
属　

石
油
砿
属
・
第
三
属　

硫
砿
属

第
二
種　

金
鉱
類

第
四
属　

硫
化
鉱
属
・
第
五
属　

砒
化
鉱
属
・
第
六
属　

純
金
属
・
第
七
属　

酸
化
鉱

属
第
三
種　

石
鉱
類

第
八
属　

角
閃
石
属
・
第
九
属　

堅
石
属
・
第
十
属　

長
石
属
・
第
十
一
属　

泡
沸
石

属
・
第
十
二
属　

粘
土
属
・
第
十
三
属　

雲
母
属
・
第
十
四
属　

軽
塩
金
属
・
第
十
五

属　

重
塩
金
属
・
第
十
六
属　

塩
石
砿
属

第
四
種　

鹵
石
類

第
十
七
属　

鹵
石
属

注
①　

  M
ineralogia

ミ
ネ
ラ
ロ
ギ
ア
が
「
鉱
（
砿
）
物
学
」
と
訳
さ
れ
る
の
は
西
周
の
『
百
学

連
環
』（
明
治
三
年
十
一
月
口
授
・
永
見
裕
筆
録
）
に
「M

Ineralogy

礦
物
学
」
と
見
え

る
の
が
早
い
例
の
よ
う
で
あ
る
が
、
和
田
維
四
郎
訳
『
金
石
学
』
に
「
山
物
学
」
は
「
金

石
学
ト
地
質
学
ヲ
合
ス
ル
ノ
名
」（
総
論
）
と
見
え
る
。「
山
物
」
の
江
戸
時
代
の
用
例
に

『
遠
西
医
方
名
物
考
』（
榕
菴
校
補
）
に
「
山
物
〈
金
石
土
壌
ノ
類
ヲ
総
称
ス
〉」
と
あ
り
、

『
気
海
観
瀾
広
義
』
に
「
無
機
物
一
名
山
物
。
卝
類
是
也
」
と
あ
る
（
三
枝
博
音
氏
の

『
日
本
科
学
古
典
全
書
』
の
注
に
、「
卝
」
は
「
此
の
箇
所
原
書
を
参
照
す
る
にgega-

vene ligchm
en

（
被
採
掘
体
）
の
訳
語
に
し
て
土
中
の
物
の
意
な
り
」
と
あ
る
）。

注
②　

  
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
篤
太
郎
「
本
邦
に
於
け
る
科
学
的
昆
虫
学
の
始
祖　

宇
田

川
榕
菴
翁
と
其
原
稿
」『
名
和
靖
氏
還
暦
記
念
寄
贈
論
文
集
』
名
和
昆
虫
研
究
所1917

刊
）、

児
玉
励
造
「『
厚
生
新
編
』
と
動
物
分
類
表
」『
日
本
科
学
古
典
叢
書
』
第
五
巻
附
録
「
古

典
科
学
」
第
九
号
所
載
）、
上
野
益
三
「
宇
田
川
榕
菴
の
「
動
学
啓
原
稿
」」（『
科
学
史
研

究
』
第
八
号
、
昭
和
十
九
年
五
月
）
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
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注
③　

  

例
え
ば
和
田
維
四
郎
編
『
本
邦
金
石
畧
誌
』（
工
部
大
学
校
書
房
、
明
治
十
一
年
刊
）
の

「
総
論
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

蘭
学
一
旦
我
国
ニ
入
リ
テ
ヨ
リ
化
学
物
理
学
等
亦
始
テ
我
国
ニ
開
ク
ル
ニ
至
リ
タ
レ
ド

モ
、
当
時
ハ
其
本
義
ヲ
解
ス
ル
ス
ラ
難
事
タ
リ
シ
ヲ
以
テ
二
三
ノ
碩
学
輩
偶
出
ヅ
ル
ア

リ
シ
モ
、
未
ダ
推
シ
テ
金
石
学
ニ
従
事
ス
ル
ニ
遑
ア
ラ
ズ
、
虚
シ
ク
近
時
ニ
至
リ
ケ
ル

ガ
、
維
新
後
欧
米
ノ
学
術
大
ニ
我
国
ニ
行
ハ
ル
ヽ
ニ
及
ン
デ
、
真
正
ノ
金
石
学
始
テ
其

端
緒
ヲ
啓
キ
（
下
略
）

注
④　

  

ち
な
み
に
大
槻
修
二
の
『
金
石
学
教
授
法
』（
明
治
十
七
年
〔1884

〕
序
）
に
は
「
砿ク
ワ
ウ
ブ
ツ物

ハ
金キ

ム
セ
キ石
嵓ガ
ム
セ
キ石
ノ
二
種
ニ
分
ツ
。
其
嵓ガ
ム
セ
キ石
ト
称
ス
ル
物
ハ
磊
嵓
相
重
リ
テ
山
岳
ヲ
ナ
シ
、
脈

絡
相
連
リ
テ
地
層
ヲ
ナ
ス
ヲ
云
フ
。
然
レ
ド
モ
其
原
質
ハ
金
石
数
類
相
結
合
シ
テ
成
ル
者

多
シ
。
金
石
ハ
各
箇
各
属
ニ
就
キ
テ
其
性
形
ヲ
分
明
ニ
剖
析
ス
ベ
キ
者
ヲ
云
フ
」
と
あ
る
。

注
⑤　

  

森
本
信
男
・
砂
川
一
郎
・
都
城
秋
穂
共
著
『
鉱
物
学
』（
岩
波
書
店1975.5

刊
）
に
「
人

間
の
体
内
に
で
き
る
結
石
や
、
意
識
的
に
合
成
さ
れ
た
物
質
は
、
や
は
り
鉱
物
に
は
い
れ

な
い
」（p. 12

）
と
あ
る
。

注
⑥　

  

岩
石
・
鉱
物
に
関
す
る
リ
ン
ネ
の
論
文
は
、
学
位
論
文
『
結
晶
標
本
の
種
類
』（“Speci-

m
en de Crystallorum

 Generatione ”1747
）
と
鉱
物
・
化
石
の
カ
タ
ロ
グ
『
テ
ッ
シ

ン
伯
爵
の
博
物
館
』（“M

useum
 T

essinian ”1753
）
が
あ
る
程
度
で
あ
る
（
千
葉
県
立

中
央
博
物
館1994

年
特
別
展
『
リ
ン
ネ
と
博
物
学 

― 
自
然
誌
科
学
の
源
流 

―
』「
展

示
品
解
説
」）。

注
⑦　

  

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
編
『
リ
ン
ネ
と
博
物
学　

自
然
誌
科
学
の
源
流
【
増
補
改
訂
】』

（
文
一
総
合
出
版2008

年
刊
）
所
収
の
訳
注
を
参
考
に
し
た
。

注
⑧　

  

松
永
俊
男
『
博
物
学
の
欲
望　

リ
ン
ネ
と
時
代
精
神
』（
講
談
社
現
代
新
書1992

刊
）

p. 87

注
⑨　

  

島
田
純
一
「
地
質
学
進
歩
記
前
号
ノ
続
」（『
地
学
雑
誌
』
第
十
三
号
、
明
治
十
三
年
一
月

三
十
一
日
発
行
）、
矢
島
美
智
子
『
化
石
の
記
憶 

― 

古
生
物
学
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ

る 

―
』（
東
京
大
学
出
版
会2008.10

刊
）、
井
尻
正
二
著
『
化
石
』（
岩
波
新
書1968.3

刊
）
な
ど
。

注
⑩　

  

た
だ
し
、『
本
邦
金
石
畧
史
誌
』（
注
③
参
照
）
に
は
「
従
来
諸
家
大
ニ
其
正
鵠
ヲ
失
フ
テ

化
石
岩
巌
ナ
ド
ヲ
金
石
ニ
加
ヘ
珊
瑚
青
琅
玕
等
ヲ
金
石
ト
為
ス
ガ
如
キ
往
時
化
学
物
理
学

等
ノ
未
ダ
開
ケ
ザ
リ
シ
時
代
ニ
在
リ
テ
ハ
深
ク
恠
シ
ム
ニ
足
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
と
あ
り
、
和

田
維
四
郎
氏
は
珊
瑚
や
青
琅
玕
（
青
珊
瑚
）
を
鉱
物
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
を

持
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
小
藤
文
次
郎
氏
も
「
化
石
、
い
やFossil

の
こ

と
は
正
し
く
は
、
殭き

よ
う

石
と
い
わ
な
け
れ
ば
い
か
ん
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
で
あ
り
（『
牧
野

富
太
郎
伝
』1955.11

六
月
社
刊p. 77

）、
同
様
の
考
え
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（「
殭
」

は
『
玉
篇
』
に
「
死
不
朽
也
」
と
あ
り
、
死
ん
だ
後
も
な
お
朽
腐
せ
ず
遺
存
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
）。
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